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試料・試薬 生物材料：Synechococcus elongatus PCC 7942(単細胞性シアノバクテリア) 
     Microcoleus sp. PCC 7113(糸状性シアノバクテリア) 
     Ocillatoria sp.(糸状性シアノバクテリア) 




寒天培地と液体培地を作製した。寒天培地では、①Microcoleus sp. PCC 7113 と②
Ocillatoria sp.、③Porphyridium purpureu を培養した。液体培地では、Synechococcus 
elongatus PCC 7942 と Porphyridium purpureum を培養した。2 週間培養し、それぞれの
色を確認した(図 1)。 
液体培養したシアノバクテリアと紅藻を遠心チューブに移し、遠心後上清を捨て、残った
沈殿にメタノールを加え、クロロフィル a を抽出し、吸光度を測定した。 











光・白色光)に分けた。5 つの試験管に LED を照射した。1 週間光を照射した後に、溶液の
吸収スペクトルを測定し、グラフ化した。実験の様子の写真を図 2 に示した。 
 





図 2 実験操作の流れ 
結果 









図 3 紅藻とシアノバクテリア抽出物比較 









図 4 LED 照射結果 
 グラフを見るとピークは二か所あるのが確認できる。以後照射前のピークと比較した。 



































図 8 緑色 LED         図 9 白色 LED 
 
 図 5～9 が各 LED の分光放射照度(W/m2)である。 
結果から 665 nm の Qy 帯では縦軸では上から黄色、白、緑、青、赤になった。照射した光




表 1 各 LED の PPFD の値と相対値 
 
白 緑 青 赤 黄色 照射なし
PPFD (µmol/m2/s) 92.6 22.6 29.9 40.5 23.7 0
相対値 Qy帯 0.787 0.710 0.613 0.535 0.820 0.780
ソーレー帯 1.352 1.090 0.957 0.903 1.239 1.238









図 10 PPFD とソーレー帯ピークの相対値の    図 11 PPFD と Qy 帯ピークの相対値 
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